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ウイルスの分析や感染経路の追跡に活用される
ゲノム解析技術
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＜ウイルスの変異と感染経路追跡のイメージ＞

コロナ禍で注目が集まるゲノム技術
～ゲノム解析が感染症対策の基幹技術に！？～

感染者A

• ウイルスは、感染者の
細胞内で、自身のコ
ピーを作製し、増殖

• その際に、誤ったコ
ピーが作成されること
で、変異型が誕生

※記載の銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。
また、当社ファンドにおける保有・非保有および将来の銘柄の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。

※上記は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、情報の正確性・完全性について弊社が保証するものではありません。
※上記は過去のものおよび予想であり、将来を約束するものではありません。

世界株式：MSCI ACワールド・インデックス、
世界のﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式：MSCI ACワールド・インデックス（ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ）、
いずれも米ドルベース、トータルリターン

【ご参考】世界株式とﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式の株価推移（上）
とEPS（1株当たり利益）の推移（下）

期間：2019年12月末～2020年9月3日
グラフ起点を100として指数化

世界株式
世界の

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式

新型コロナウイルス（以下、新型ウイルス）の世界全体の累計感染者数は、9月1日時点で2,500万人を超える

までに拡大するなど、依然、収束の目途が立っていません。こうした中、近年、コストの低下やスピード・効率の向

上などの技術革新が急速に進んだゲノム解析技術を新型ウイルスの分析や、感染拡大の抑止に役立てる取り

組みが進んでいます。

ウイルスは、増殖する際に遺伝子に変異が生じることがあります。インフルエンザウイルスのワクチン接種が毎

年のように必要になるのは、従来の抗体が変異したウイルスには機能しないことなどが原因のひとつです。今回

の新型ウイルスは急速に増殖を繰り返すため、遺伝子の変異が半月に1回程度起きているとされ、変異したウイ

ルスの分析および迅速なワクチン開発において、機動的なゲノム解析の重要性が高まっています。

また、ゲノム解析は、新型ウイルスの感染経路の追跡や感染拡大の抑止に向けた対策立案にも力を発揮して

います。米レッド・ハッチンソンがん研究センターがウイルスの遺伝子変異などの情報をもとに感染経路を追跡し

た結果、感染が拡大した経緯や感染者が無自覚のうちにウイルスを広めうることが判明、この発見に基づき、感

染拡大を遅らせるため、都市封鎖や一定の社会的距離を保つといった対策が世界各国で打ち出されました。

こうした感染症対策における有効性から、ゲノム解析機器・サービスへの需要は世界中で高まっています。ゲノ

ム解析機器世界大手の米イルミナは、同社の解析機器が米国食品医薬品局（FDA）の緊急使用許可*を取得し

たことを発表しました。また、世界各国でゲノム解析サービスを手掛ける中国BGIゲノミクスは、新型ウイルス感

染拡大に伴なう需要の増加により、2020年上半期の純利益が前年同期比で700％を超える増加となりました。こ

のように、長引くコロナ禍の中、関連企業の今後の成長に注目が集まっています。
* FDAが緊急時に未承認薬や医療機器などの使用を許可する制度
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感染者の聞き取り調
査と併せて、ウイルス
の遺伝子の変異を調
べることで、より精緻
な感染経路の把握が
可能に
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2020-2021年は2020年9月時点の予想、2019年を100として指数化

※各種報道等をもとに、
日興アセットマネジ
メントが作成

※信頼できると判断したデータをもとに、日興アセットマネジメントが作成


